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瀬戸内市長

武久　顕也

せ
ん
が
、
１
年
間
の
支
払
額
を
知

り
た
い
人
は
、
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

持
参
の
上
、
担
当
窓
口
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

　

料
に
つ
い
て

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

平成 28 年分確定申告
　・所得税の確定申告について　　西大寺税務署　☎０８６ - ９４２ - ３８１５
　・市県民税の申告について　　　税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４

▽相談日時　平成 29 年２月 16 日（木）～３月 15 日（水）
　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）

▽会場
　・西大寺税務署（岡山市東区西大寺中２ｰ 24 ｰ 13）
　・ママカリフォーラム（岡山市北区駅元町 14 ｰ１）
※来場の際は、公共交通機関をご利用ください。
※土・日曜日は申告相談を行いませんが、２月 19 日、26 日の
　日曜日に限り、ママカリフォーラムで申告相談を行います。

税務署の確定申告相談

問 問

問
問

年頭挨拶

若い世代が誇れるま ちを

　平成 29 年１月から新たにセルフメディケーション（自主服薬）推進
のためのスイッチ OTC 薬控除制度（医療費控除の特例）が始まります。
　１月１日から 12 月 31 日までの１年間で、対象となる OTC 医薬品の
購入合計金額をレシート（領収書）で確認することになります。
　OTC 医薬品を購入した際のレシート（領収書）は保管しましょう！
※従来の医療費控除制度との選択になります。
　西大寺税務署　☎０８６ - ９４２ - ３８１５

スイッチOTC 薬控除制度が始まります

問

　特に、市の持続的な発展を目指すためには、若い世代が将来はこのまちに帰ってきたいと思
えるまちを作っていくことが必要です。温暖で豊かな自然環境や豊富な食材、誇るべき古くか
らの歴史文化を伝え生かしながら、駅の整備、公共交通や医療の充実など暮らしの利便性をさ
らに高めることや、防災・防犯、有害鳥獣対策など安心して暮らせるための取り組み、子ども
の教育や子育て環境の整備に力を入れていくことが重要です。
　瀬戸内市は、人口約３万８千人という小さな自治体であるからこそ生み出せる信頼とスピー
ド感を生かすことによって、市民の皆様を主役とした、市の良さを生かしたまちづくりを進め
ることができると考えます。そのために市役所は、公平公正であることを大切にしながら誠実
で柔軟性を持った細やかな気配りのできる組織を目指していかなければなりません。
　市民の皆様におかれましては、私たちのまちに降り注ぐ太陽の光のように、人が輝く瀬戸内
市のまちづくりにお力添えくださいますようお願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。市民の皆様に
は、輝かしい新年をお迎えのことと心よりお慶び申
し上げます。
　瀬戸内市が誕生して 13年目を迎えました。昨年
は新図書館、新市民病院がオープンしました。これ
らの施設が市民の皆様の期待に応えられるよう、引
き続き努力していきます。
　また、錦海塩田跡地では、民間事業者の皆様によ
って、わが国最大級となるメガソーラー発電所の建
設が順調に進んでいます。これによって得られる、
25年間で約 100 億円の土地の貸付料収入や税収を
有効に活用し、将来の子どもたちに美しく豊かな瀬
戸内市を残していけるよう、積極的にまちづくりに
取り組んでいきます。

　
程
は
、
広
報
せ
と
う
ち
２
月
号

　
に
掲
載
し
ま
す
。

※
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
は
市
の
申
告
会
場

　
に
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

添
付
書
類
は
原
本
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い

　
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、

医
療
費
の
領
収
書
、
国
民
年
金
保

険
料
な
ど
の
納
付
証
明
書
な
ど
は

原
本
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
コ
ピ
ー
不
可
）。

申
告
が
必
要
な
人
は

早
め
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

　
所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
相

談
が
、平
成
29
年
２
月
16
日
（
木
）

か
ら
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は
、

早
め
に
書
類
な
ど
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
申
告
期
間
に
入
る
と
、税
務
署・

申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
申
告
は
１
月
か
ら

税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.nta.go.jp/

）「
確
定
申
告

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
作
成
で
き

ま
す
。

申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

　
青
色
申
告
、
消
費
税
申
告
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
株
式
、

土
地
等
の
譲
渡
所
得
、
本
人
死
亡

の
場
合
の
申
告
相
談
は
、
税
務
署

が
開
設
す
る
申
告
相
談
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
市
が
開
設
す
る
会
場
の
開
催
日

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得

税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と
、
一

部
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

HPhttp://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
金
額
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し

引
か
れ
た
場
合
は
、
直
接
差
し
引

か
れ
た
年
金
受
給
者
本
人
の
控
除

と
な
り
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で

支
払
っ
た
場
合
は
、
実
際
に
支
払

い
を
し
た
人
の
控
除
と
な
り
ま
す
。

領
収
書
や
通
知
、通
帳
で
確
認
し
、

申
告
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
に
納
付
し
た
税
、
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
申
告
書
に
領

収
書
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま



4広報 せとうち No.1462017.    15

子
育
て
広
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
年
度
、
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
子
育
て

広
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
育
て
が
楽
し
め
る
場
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
で
子
育
て
を
見

守
る
場
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能

を
持
つ
こ
と
が
子
育
て
広
場
に
必

要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

セ
ミ
ナ
ー
で
出
さ
れ
た
意
見
や
子

育
て
中
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

子
育
て
広
場
の
指
針
と
な
る
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
の
連
携
強
化

や
専
門
職
の
資
質
向
上
を
図
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
福
祉
・
在

宅
医
療
・
介
護
な
ど
の
相
談
に
対

し
て
、
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

裳
掛
小
学
校
を

小
規
模
特
認
校
に
指
定

　
教
育
委
員
会
で
は
、
瀬
戸
内
市

内
の
各
小
中
学
校
の
通
学
区
域
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
規
則
に
よ

り
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
学
校
教
育
法
な
ど
の
規
定
に
基

づ
く
学
校
選
択
制
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
い
く

つ
か
の
形
態
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
、
従
来
の
通
学
区
域
は
残

し
た
ま
ま
で
、
特
定
の
学
校
に
つ

い
て
通
学
区
域
に
関
係
な
く
、
市

内
の
ど
こ
か
ら
で
も
就
学
を
認
め

る
特
認
校
制
と
し
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

診
療
を
開
始
し
た
新
市
民
病
院

　
９
月
30
日
の
午
後
か
ら
10
月
２

日
に
か
け
て
、
患
者
の
移
送
や
機

器
の
移
設
、
電
子
カ
ル
テ
へ
の

デ
ー
タ
移
行
や
稼
働
確
認
な
ど
を

行
い
、
10
月
３
日
か
ら
新
病
院
で

の
外
来
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
患
者
の
誘
導
や
声
掛
け
を
行
う

た
め
、
職
員
を
配
置
し
て
混
乱
を

招
か
な
い
よ
う
対
応
に
努
め
ま
し

た
が
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
不
具

合
な
ど
で
患
者
の
皆
さ
ん
の
待
ち

時
間
が
長
く
な
り
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
も
徐
々
に
改
善

し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
患
者
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
に
迅

速
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た

新
病
院
の
機
能
や
設
備
な
ど
に
つ

い
て
、
市
民
や
関
係
機
関
な
ど
へ

引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
患
者
数

の
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
医

療
拠
点
の
中
心
と
な
る
新
病
院
へ

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
患
者
や

家
族
、
地
域
の
関
係
機
関
か
ら
、

新
た
に
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
増

瀬戸内市民図書館の前で開催された
ミニプレーパーク「パーク＆カフェ」

教
育
長
か
ら

行
う
小
規
模
な
学
校
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
が
指
定
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
に
合
わ
せ
、

裳
掛
小
学
校
を
小
規
模
特
認
校
に

指
定
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
児
童

の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
す
。　

　
同
校
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

に
関
連
し
た
産
業
や
、
歴
史
・
文

化
を
活
用
し
た
多
く
の
体
験
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
活

動
を
通
し
て
、
人
々
の
思
い
や
願

い
へ
の
気
付
き
や
、
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
す
る
心
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
各
学
校
が
地
域
の
状

況
に
応
じ
て
、
特
色
あ
る
教
育
活

動
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

の
関
係
資
料
の
展
示
会
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

パ
リ
日
本
文
化
会
館
で
は
朝
鮮
通

信
使
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
韓
共
同

で
記
憶
遺
産
に
申
請
す
る
意
義
や

善
隣
友
好
の
精
神
を
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
へ
の
表

敬
訪
問
の
際
に
も
友
好
的
に
今
回

の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
朝
鮮
通
信
使
の
記
憶
遺

産
登
録
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

　
10
月
26
日
に
行
わ
れ
た
、
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
の
将
来
構
想
を
す

す
め
る
会
・
岡
山
に
お
い
て
、
追

加
提
案
さ
れ
て
い
た
「
世
界
遺
産

登
録
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
」
が

　
ま
ず
、
10
月
21
日
に
発
生
し
た

鳥
取
県
中
部
地
震
に
お
い
て
被
災

さ
れ
た
方
や
そ
の
関
係
者
の
方
々

に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
鳥
取
県
中
部
地
震
、
そ
し

て
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に

よ
る
市
役
所
な
ど
の
被
災
状
況
を

見
る
に
つ
け
、
災
害
対
策
本
部
な

ど
防
災
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
の
再

編
も
含
め
た
見
直
し
が
急
務
で
あ

る
と
同
時
に
、
職
員
の
災
害
時
の

安
全
体
制
に
つ
い
て
も
早
急
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
被
災
地
支
援
と
し
て
、

鳥
取
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、

11
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
危
機
管

理
課
の
職
員
を
派
遣
し
、
家
屋
被

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
長
島
愛
生
園
の
歴
史

館
、
邑
久
光
明
園
の
恩お

ん
し賜
会
館
な

ど
の
建
物
を
国
の
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

の
将
来
構
想
を
す
す
め
る
会
・
岡

山
に
お
い
て
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
、
具
体
的
な
方
向
性
を
協

議
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

     Adm
inistrative  Report

   
行
政
報
告

害
認
定
業
務
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
被
災
地
の
１
日
も
早
い

復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
、
朝

鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会
の
一

員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問
し
、

朝
鮮
通
信
使
の
記
憶
遺
産
登
録
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
パ
リ
に
あ
る
韓
国
文
化
院
と
パ

リ
日
本
文
化
会
館
で
朝
鮮
通
信
使パリ日本文化会館で開催された朝鮮通信使セミナー

市  

長  

か  

ら

平
成
28
年
11
月
市
議
会
定
例
会
が
11
月
28
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
こ
の
取
り
組
み
の
意

義
や
必
要
性
な
ど
を
十
分
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し

て
推
進
体
制
の
整
備
な
ど
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

整
備
基
本
計
画
を

策
定
中
の
新
火
葬
場

　
新
火
葬
場
に
つ
い
て
、
７
月
５

日
に
岡
山
市
長
へ
協
議
を
申
し
入

れ
た
後
、
先
日
、
岡
山
市
か
ら
岡

山
市
分
と
し
て
２
炉
を
含
め
て
検

討
し
て
ほ
し
い
旨
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
火
葬

場
整
備
基
本
計
画
は
、
本
市
の
２

炉
と
合
わ
せ
た
４
炉
で
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
９
月
末
に
は
現
地
測
量

を
完
了
し
、
現
在
、
岡
山
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
か
ら
の
進
入
路
の
予
備
設

計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
友
の
会
を
創
設

　

図
書
館
で
は
、
今
後
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
さ
ら
に

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
市
民
協
働
に
よ
る

図
書
館
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、「
図
書
館

友
の
会
」
を
創
設
し
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
、
図
書
館

の
応
援
団
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
運
営
の
さ
ま
ざ
ま
な
局

面
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
し
、
協
働
で
事
業
を
実
施
す

る
な
ど
、「
新
図
書
館
整
備
実
施

計
画
」
に
掲
げ
た
図
書
館
づ
く
り

を
展
開
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

国の登録有形文化財への登録を目指す長島愛生園の歴史館カキの種付け体験を行う裳掛小学校の児童ら

瀬戸内市民図書館 10 万人目の来館者に
記念品が手渡されました（12 月 11 日）


